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製品保証書
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この製品保証書は、保証期間内に保証条件の範囲内で製品の無償修理を行う

ことをお約束するものです。はじめに

校正について

保証について

概要

各部の名称

電池の取り付けまたは交換の方法

測定の方法

ブザーの使用方法

アナログ出力の使用方法
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製品名:A2700

S/N(製造番号）

年月日納入日

製品保証書 10

納入元

保証期間：納入日から1年間

クリアパルス株式会社

〒143-0024

東京都大田区中央6丁目25番17号

TEL:03(3755)0045(代表）

本製品は高い信頼性が必要とされる目的には使用できま
せん。

ぷ

この製品は鉛、微量のタリウムを含んでいま説破棄す
■

る際は各地域の法令に従って下さい。
。
ｂ
身
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メモ
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1．はじめに

下記の物品が同梱されていることを確鯉してください。

Mr.Gamma(A2700)本体:1

保腫ｶバー：1

単三乾電池(本体に内蔵）：2

本内麓の乾電池は出荷校正時に使用されています．

オプション

。取り扱い説明書(本書）

・ANALOGOUT接続ケーブル

1

(別売）

注意

・長期間使用しないときは本体から乾竃池を外してください。

・電池は古いものと新しいものを同時に使用しないでください。

・本体の横には信号出力用のコネクタがあります｡防水されていませんの

で水のある場所での使用にはご注意ください。

・装置を開けたり分解したりしないでください。

・本体に組み込まれている放射線検出器は衝撃に弱いので落としたり強

い衝撃を与えたりしないでください。

。この装置は環境放射線の測定用装置です｡他の目的や違った目的での

使用はしないでください。

・使用温度範囲を超えた曝境では使用しないでください。

・装置は国内の使用に限られています､海外に持ち出すときはあらかじめ

ご連絡ください。

・航空機内などで使用する場合には使用の許可を確淫してください。

・異常に気が付いたらすぐに使用を中止して営業所までご連絡ください。

・本装置は－般向け簡易測定器です。

高い信頼性が要求される用途には使用できません。

・本書に記戯されている内容は予告なく変更される場合があります。

2



’
Ｉ
Ｉ
，
Ｊ

Ｌ
ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｑ

2.校正について

装置はJCSS登録事業者による校正成績書を基に校正された社内基準器を

基準にして置換法により校正を行って出荷されます。

ただし､本装置によって測定される結果を保柾するものではありません。

一般的に本装置のような測定器は使用/保管環境､使用部品の賭特性や経

年変化などにより測定される結果に変化が生じます。

10.仕様

検出方法

検出器

測定放射線

感度

エネルギー範囲

測定範囲および表示

サンプリング時間

表示間隔

アナログ出力

外形寸法

動作環境

電源

電池動作時間

重量

シンチレーシヨン式

固体シンチレータ(CsI(TI))

γ線

0.01uSv/hに対して毎分10カウント以上

ISOkeV以上

0.001～9.999//Sv/hデジタル4桁表示

60秒､，

60秒の積算値(移動平均)を10秒ごとに表示

O～+3Vアンプ出力（オプション機器用）

81(W)x32(H)x141(D)(保腫カバーを含む）

0℃～40℃(結露のないこと）

単三乾電池x2本

約20時間･注

230g(電池を含む)300g(保鰻カバーを含む）
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3.保証について

本装置の保歴期間は､装置納入後から1年間です。

本装置の保歴は､保証期間内に取り扱い脱明書等にしたがって正しい使用を

していたにも関わらず､故障が発生した場合に無償修理を約束するものです。

また､保征の対象は本装置のみであり､本装置を使用することにより他に生じ

た損害については責任を負いかねます。

保証期間内の修理は､装置をお送り頂くことにより故障の修復または交換をさ

せて頂きます。

以下のような場合には保鉦されません。

・不適切な使用/保存環境や誤った取り扱いによる故障

・弊社以外での修理､分解､改造による故障

・消耗品の消耗

・災害､盗難による故障

・国外での故障

・使用上の汚れや傷など

c注：標準的な潤定例で､保証値ではありません.参考値とお考えください．
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8.ブザーの使用方法

測定放射線の強度を音で確認できます。 4.概要

私たちの身の回りには自然界から出ている目に見えない弱い放射線が存在

しています｡放射線は日常の多くの物体･物質からたえまなく放出されていま

す｡自然の放射線には主にアルファ(α)線､ベータ(β)線､ガンマ(γ)線が

ありますが､｢Mr.GammaMODEL:A2700｣で誰でも簡単にガンマ(γ)線を

精度よく測定することができます。

申
■

1．音を聞くときはブザーボタンを押してブザーをオンします。

ブザーボタンはカチッと感じるまで確実に押してください。

2画面を確認します。

ブザーがオンになると画面の左上にブザーマーク（((●))）が

表示されます。

3．装置が放射線を検出するとピピッという音がなります。

状状状音の錘な激癖の強度た担当しますb

管の錘汐祷'と激癖の強庭か瞬‘リ

4．音を消すときはブザーボタンを押してブザーをオフします。

ブザーポタンはｶﾁｯと感じるまで確実に押してください。

5．画面を確認します。

ブザーがオフになると画面の左上のブザーマーク（((●))）が

消えます。

5.各部の名称

…謹狗バーを順'外した状曹／ノ"…需~z

F円

屍一

＝

斗"／斗"／
9.アナログ出力(ANALOGOUT)の使用方法

この装置を利用して放射線スペクトルを測定することが可能です。

教状求外釧ご〃VAfマルヂヂ･V-ﾝ求",アナライ銃)を“する必要かありま丈
■ｲ章謹uSv／'1uSv／'1V／『1

ｰ

1．あらかじめ装置の電源を切ってください。

2．本体から保護カバーを外します。

保護カバーの角を1ヶ所ずつ外に広げると保護カバーが外れます。

3．装置の左面にある"ANALOGOUT"コネクタにオプションの"ANALOG

OUT接続ケーブル"を差し込んでください。

4."ANALOGOUT接続ケーブル"をMCAに接続してください。

5．装置の電源を入れて測定を開始してください。

6.MCAの測定を開始するとスペクトルの収集が可能です。

***ANALOGOUT鱈号は"～週Vですb

姿津獅加l"片eしで虐号鑑が庁われて‘'ま丈
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背面：保護カバーを取り外した状態
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6.電池の取り付けまたは交換の方法

この装置は単三電池2本で動作します。

電池がなくなったら新しい電池に交換をしてください。

1．本体から保護カバーを外します。

保護カバーの角を1ケ所ずつ外に広げると保護カバーが外れます。

2．本体の背面にある電池ふたを外します。

電池ふたにある開閉マークを押し下げながら外側に外します。

3．電池を取り付けまたは交換してください。

ノノノ電池は種准(＋/-ﾉかありますb

電池ボックスのマークメごしたがって正しく敬グガゲてく津p．

4．電池ふたを取り付けます。

電池ふたを本体に合わせパチッと音がするまで押し込んでください。

5．保護カバーを取り付けます。

本体の検出器パネルのある面を保護カバーの窓に合わせて

取り付けてください。

7.測定の方法

電源を入れるだけで測定を開始します。

1．測定するときは電源ボタンを押して電源を入れます。

電源ボタンはカチッと感じるまで確実に押してください。

2．画面を確認します。

電源を入れた後､測定が安定するまで1分ほどカウントダウン状態に

なります｡画面にカウントダウン時間が表示されます。

3．測定を開始します。

画面のカウントダウンが終了すると測定が開始されます。

4．画面に10秒ごとに測定値を表示します。

画面の右下の1分間バーグラフは10秒ごとに目盛りが変化します。

＊＊*，戯癖撰出器なフロント･ﾉfポルのナ字マーク(泡が”こありま式

5．測定を終了するときは電源ボタンを押して電源を切ります。

電源ボタンはカチッと感じるまで確実に押してください。

＊*＊清密な測定器ですので安宕した環環;玩態在郷定してて津い°
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